
　

宝
蔵
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
宇
治
別
格
本
山
の
諸
活
動
に
ご
愛
念
・
ご
協
力
を
頂

い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
月
と
な
り
、
秋
の
気
配
が
い
よ
い
よ
と
濃
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
最
近
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
侵

攻
の
ニ
ュ
ー
ス
や
、
安
倍
元
首
相
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ス
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
数
は
、
依
然
高
止
ま

り
の
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
て
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
マ
ス
ク
の
着
用
や
三
密

を
避
け
る
等
の
対
策
を
取
ら
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま

す
。
最
近
に

な
っ
て
、
治

療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
に
関
す

る
ニ
ュ
ー
ス

も
流
れ
て
き

ま
す
が
、
医

薬
品
に
つ
い
て
の
生
長
の
家
の
教
え
を
確
認
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
『
生
活
の
知
恵
三
六
五
章
』
の
二
九
九
頁
に
、「
薬

剤
は
補
助
的
工
作
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ

れ
て
い
ま
す
。「
治
病
の
た
め
の
、
ど
ん
な
物
質
的

手
段
や
処
置
法
が
発
見
さ
れ
よ
う
と
も
、
治
病
の
力

は
『
生
命
』
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
薬
剤

や
色
々
の
処
置
方
法
は
、
自
然
治
癒
力
を
妨
げ
な
い

よ
う
に
補
助
的
工
作
を
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

補
助
的
工
作
も
、
坑
道
の
落
盤
を
防
ぐ
た
め
に
坑
木

を
持
っ
て
支
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
と
同
じ
よ
う
に
、

必
要
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
補
助
的
作
用
に
頼
り
す

ぎ
る
こ
と
は
、
神
（
生
命
の
本
源
）
に
頼
る
心
を
そ

れ
だ
け
減
殺
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
一
方
で
あ
る

利
益
を
得
な
が
ら
一
方
で
あ
る
貴
き
も
の
を
失
い
つ

つ
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。」
こ
の
よ
う
に
病
気

を
治
す
の
は
、
あ
く
ま
で
、
自
己
に
宿
る
生
命
力
で

あ
っ
て
、
薬
剤
は
補
助
的
工
作
で
あ
る
の
で
、
頼
り

す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
自
己
に
宿
る

（
次
頁
に
続
く
）

「
人
間
神
の
子
」の
大
信
念
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生
命
力
を
自
覚
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
大
切

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
や

感
染
症
の
専
門
家
も
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
に
し

ま
し
て
も
い
か
に
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
や
薬
品

で
解
決
す
る
し
か
方
法
が
な
い
と
の
立
場
で

努
力
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
最
も
大
切
な

の
は
、
生
命
力
に
対
す
る
自
信
を
深
め
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。『
真
理
』
第
十
巻
の
中
で
、

戦
時
中
に
生
長
の
家
の
誌
友
が
、
南
方
の
マ

ラ
リ
ヤ
の
流
行
地
に
転
戦
し
た
と
き
に
、
夜

間
に
蚊
帳
も
な
く
て
、
露
天
で
寝
な
け
れ
ば

い
け
な
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
部
隊
の
戦
友

は
全
員
が
マ
ラ
リ
ヤ
に
か
か
っ
た
が
、
誌
友

の
方
だ
け
は
マ
ラ
リ
ヤ
に
罹
ら
な
か
っ
た
体

験
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
間
は
「
神

の
子
」
で
あ
り
、
マ
ラ
リ
ヤ
な
ん
か
に
は
罹

ら
な
い
と
い
う
大
信
念
を
そ
の
人
は
自
覚
さ

れ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
蚊
に
刺
さ
れ
て
も
病

気
に
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　

人
間
神
の
子
の
自
覚
を
深
め
る
た
め
に
も
、

日
頃
か
ら
聖
典
・
聖
経
読
誦
、
神
想
観
の
実

習
及
び
、
愛
行
の
実
践
の
三
正
行
に
努
め
て
、

明
る
く
、
元
気
に
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

の
こ
と
で
す
。

突
然
、
雨
が

激
し
く
降
っ

て
き
ま
し
た
。

招
霊
、
霊
牌

霊
殿
奉
安
、

鎮
魂
（
み
た

ま
し
ず
め
の

儀
）
ま
で
降

り
続
き
、
そ

し
て
「
悟
り
に
導
く
文
」
で
は
パ
ッ
と
空
が

明
る
く
な
り
小
雨
に
変
わ
り
、
止
ん
で
い
っ

た
の
で
す
。
雨
は
浄
め
の
働
き
、
浄
化
の
働

き
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
て
も
荘
厳
な
も

の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

過
去
を
振
り
返
り
ま
し
て
も
、「
参
議
招

待
者
係
」、「
設
営
」
の
部
係
長
の
時
に
同
じ

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
十
八
日
午
前

の
浄
火
の
儀
は
快
晴
、
招
霊
祭
が
始
ま
っ
て

も
大
拝
殿
前
は
砂
ぼ
こ
り
が
舞
う
ほ
ど
で
し

た
が
、
招
霊
祭
後
半
に
雨
が
激
し
く
降
る
こ

と
が
多
か
っ
た
で
す
。
雨
が
止
ま
な
い
と
招

待
者
の
方
が
濡
れ
る
の
で
、
傘
を
慌
て
て
用

意
し
た
り
、
設
営
の
時
は
、
招
霊
祭
の
次
が

塔
の
島
で
の
「
盆
踊
り
大
会
」
と
続
き
ま
す

の
で
、
大
拝
殿
へ
の
変
更
は
大
変
と
慌
て
た

　

合
掌　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
宝
蔵

会
の
神
の
子
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
宇
治
別
格

本
山
に
ご
愛
念
を
賜
り
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
盂
蘭
盆
供
養
大
祭
も
宝
蔵
神
社
本

尊
神
霊
の
導
き
の
も
と
、
霊
牌
合
祀
祭
、
送

霊
祭　

み
た
ま
抜
き
の
儀
・
霊
牌
奉
送
の
儀
・

御
神
火
奉
戴
の
儀
・
浄
火
の
儀
、
月
次
祭
と

い
う
形
で
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
象
的

に
は
三
年
連
続
、
本
山
員
で
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
生
長
の
家
の
大
神
を
は
じ
め
諸
神
諸
菩

薩
の
導
き
の
ま
ま
に
行
わ
れ
た
御
祭
り
で
し

た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
八
月
十
八
日

に
行
わ
れ
た
霊
牌
合
祀
祭
で
し
た
。
大
祭
霊

牌
と
し
て
最
後
に
な
る
た
め
、
祭
典
の
中
で

「
特
別
幹
部
物
故
者
招
霊
」
が
行
わ
れ
た
時

新たに生まれるときが来た。今から神の子の生活だ。

随想

祈
願
部
部
長

阿
部
秀
輝

宝
蔵
神
社 

本
尊
神
霊
の
導
き
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も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
招
霊
祭
中
に
降

る
雨
は
止
む
の
で
す
。
盆
踊
り
大
会
は
突
然

の
変
更
も
な
く
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
例
外
も
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て
「
自
然

災
害
物
故
者
追
悼
慰
霊
祭
」
が
行
わ
れ
た
時

の
こ
と
で
す
。
招
霊
祭
中
に
大
拝
殿
前
の
自

然
災
害
物
故
者
慰
霊
塔
の
テ
ン
ト
内
に
胡
床
、

パ
イ
プ
椅
子
等
す
べ
て
準
備
完
了
と
思
っ
た

の
も
束
の
間
、
招
霊
祭
が
終
わ
る
頃
に
土
砂

　

こ
の
度
二
年
六
か
月
ぶ
り
に
、
宇
治
別
格

本
山
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
て
、

何
と
も
い
え
な
い
喜
び
に
満
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
味
わ
え
な
い
感
動
で

し
た
。
初
め
て
練
成
会
に
参
加
し
た
何
十
年

も
前
と
同
じ
よ
う
な
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

昨
日
、
今
日
と
二
日
間
、
こ
の
浄
ま
っ
た

宇
治
別
格
本
山
に
自
分
が
い
る
こ
と
に
、
何

降
り
の
雨
が
降
り
出
し
、
急
遽
、
大
拝
殿
か

ら
の
遥
拝
に
変
わ
り
、
ず
ぶ
濡
れ
で
撤
去
し
、

大
拝
殿
内
に
準
備
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
九
日
の
朝
か
ら
雨
の
時
は
御
祭
り

が
全
て
大
拝
殿
か
ら
の
遥
拝
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
思
い
ま
す
と
全
て
神
様
の
導
き
の
ま

ま
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

現
象
的
に
は
不
安
で
一
杯
で
も
、
御
祭
は
予

に
携
わ
っ

て
く
だ

さ
っ
た
宇

治
別
格
本

山
の
皆
様
、

お
い
し
い

お
食
事
を

お
作
り
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
昨
日
と
今
日
、
素
晴
ら
し
い
体
験

談
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
お
二
人
の

方
々
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
き
な
大
き
な
感
動
を
頂
き
ま
し
た
。

　

昨
日
、今
日
と
二
日
間
、ゆ
っ
く
り
と
ゆ
っ

た
り
と
講
話
や
体
験
談

定
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
勿
論
、
盂
蘭
盆
供

養
大
祭
に
関
わ
る
関
係
者
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
。
心
を
一
つ

に
し
て
神
様
、
御
先
祖
様
に
捧
げ
る
、
奉
仕

す
る
気
持
ち
は
、
尊
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

今
の
現
象
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

神
様
の
導
き
は
必
ず
あ
り
ま
す
。
明
る
い
気

持
ち
で
信
仰
生
活
を
継
続
し
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

と
も
い
え
な
い
喜
び
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
講
師
の
ど
の
講
話
も
み
な
素
晴
ら
し
く
、

初
心
に
帰
っ
て
真
剣
に
受
講
致
し
ま
し
た
。

　

八
月
末
で
白
鳩
会
の
お
役
を
退
き
、
九
月

か
ら
は
新
た
な
信
仰
生
活
を
始
め
る
に
あ
た

り
、「
一
日
講
話
」
を
受
講
し
て
、
本
当
の

喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
、「
神
の
子
の
自
覚
」

を
、
周
り
の
方
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

教
区
に
帰
り
ま
し
て
、
大
勢
の
方
に
こ
の

「
一
日
講
話
」
の
参
加
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
講
師
の
皆
様
、
運
営

言葉は創造者、善き言葉は天国を創造す

「
ご
先
祖
と
共
に
悦
び
の
一
日
講
話
」
体
験
感
想
文

Ｊ
．
Ｅ   

（
70
代
）〈
女
性
〉

（
６
頁
に
続
く
）

Ｔ
．
Ｓ   

（
60
代
）〈
女
性
〉
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10:10～11:00 開会の祈り・善なる神、善なる神の子 岡田　浩二 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
11:15～12:00 幸せは神の子の自覚から 阿部　秀輝 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 解決できない問題はない！ 榎本　一子 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
14:00～14:45 行く先はただ光のみ 清水　志郎 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
15:45～15:20「神を讃える神想観」実修・閉会の祈り 清水　志郎

10:10～11:00 人間の本性は明るい神の子 榎本　一子 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
11:15～12:00 心の窓を開いて光を見よ ～日時計主義とは～ 千羽　真平 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 高　千穂
13:15～14:00 心と運命 堀端　芳樹 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』
14:15～15:05 笑顔・愛語・讃嘆の生活　閉会の祈り 岡田　浩二 『合本讃歌』『神と偕に生きる真理365章』

10:10～11:00 開会の祈り・働く意義と尊さ 岡田　浩二 『凡庸の唄』『智慧と愛のメッセージ』
11:15～12:00 今置かれた場所が幸福への足場 鵜飼　俊光 『凡庸の唄』『智慧と愛のメッセージ』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 神のみが実在 ～無きものを無きとせよ！～ 清水　志郎 『凡庸の唄』『智慧と愛のメッセージ』
14:00～14:45 感謝の根を張り、光へ芽を伸ばそう 榎本　一子 『凡庸の唄』『智慧と愛のメッセージ』
14:45～15:20「浄円月観」実修・閉会の祈り 榎本　一子

10:10～11:00 開会の祈り・生命 (いのち )が躍る真の世界 清水　志郎 『凡庸の唄』『智慧と愛のメッセージ』
11:15～12:00 救われ済みの人生 田野　靖彦 『凡庸の唄』『智慧と愛のメッセージ』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 藤本　和博
13:15～14:00 ご先祖と共に歩む幸せの道 新宮　一 『凡庸の唄』『智慧と愛のメッセージ』
14:15～15:05 悦びの先祖・流産児供養について  閉会の祈り 堀端　芳樹 『霊供養入門』

10:10～11:00 開会の祈り・何よりも先ず神に振り向くこと 榎本　一子 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』
11:15～12:00 陰極は陽転する 千羽　真平 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 小田　椋子
13:15～14:00 常に祈りと共に 清水　志郎 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』
14:15～15:00 神の御心に叶う祈り ～相手の幸福を祈る～ 岡田　浩二 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』
15:00～15:35 祈り合いの神想観 実修・閉会の祈り 岡田　浩二

10:10～11:00 開会の祈り・罪も汚れもない本当の自分 清水　志郎 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』

11:15～12:00 神の子の自信を持って取り組もう 　～あなたには無限の力がある～ 阿部　秀輝 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』

12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 横の真理と縦の真理 堀端　芳樹 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』
14:00～14:50 感謝して、誠実に、深切に・閉会の祈り 榎本　一子 『人類同胞大調和六章経』『人生の断想』

10:10～11:00 開会の祈り・神より与えられた真の希望 岡田　浩二 『日々の祈り』『森の日ぐらし』
11:15～12:00 思い切って立ち上がれ、道はそこから開けていく 榎本　一子 『日々の祈り』『森の日ぐらし』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 田野 明日香
13:15～14:00 たゆみなく無限の力に呼びかけよ 田野　靖彦 『日々の祈り』『森の日ぐらし』
14:15～15:00 恩に感謝し、使命に邁進せよ 清水　志郎 『日々の祈り』『森の日ぐらし』
15:00～15:35 感謝誦行 実修・閉会の祈り 田野　靖彦

10:10～11:00 開会の祈り・自分を赦し、自分を愛そう 岡田　浩二 『日々の祈り』『森の日ぐらし』
11:15～12:00 そのままのあなたが一番良い！ 岡田 伊都子 『日々の祈り』『森の日ぐらし』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 神の子を生きる悦び 榎本　一子 『日々の祈り』『森の日ぐらし』
14:00～14:50 悦びの三正行・閉会の祈り 堀端　芳樹 『日々の祈り』『森の日ぐらし』

10:10～11:00 開会の祈り・罪があるという常識を超えよ！ 榎本　一子 『生長の家っってどんな教え？』『生活の智慧365章』
11:15～12:00 旧我の否定と真我の自覚 ～浄心行について～ 田野　靖彦 『生長の家っってどんな教え？』『生活の智慧366章』
12:00～13:00 浄心行用紙記載・昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:45 父母の愛に導かれて 岡田 伊都子 『生長の家っってどんな教え？』『生活の智慧366章』
13:55～15:10 浄心行実修・閉会の祈り 清水　志郎 聖経『甘露の法雨』『万物調和六章経』

10:10～11:00 無駄なものは一つもない ～すべては神の祝福～ 清水　志郎 『生長の家っってどんな教え？』『生活の智慧365章』
11:15～12:00 みんな神の子素晴らしい ～実相を拝みましょう～ 小野　大作 『生長の家っってどんな教え？』『生活の智慧366章』
12:00～13:00 昼食・休憩 昼食希望の方はご予約ください
13:00～13:15 体験談 岡田 多美子
13:15～14:00 人を赦したとき、自分が救われる 岡田　浩二 『生長の家っってどんな教え？』『生活の智慧365章』
14:15～15:05 光明の生活法・閉会の祈り 堀端　芳樹 『生長の家っってどんな教え？』『生活の智慧366章』

日 人間関係調和の秘訣

9日
悦びの

先祖・流産児供養日

8日 生き生きと働くには土

15日 土 祈り合いの神想観

23日 日

16日 日

22日 土

健康に悦んで生きる

あなたの能力を
発揮するには

希望成就のために

29日 土 浄  心  行

30日

2日 日
生長の家の
悦びの生活

1日 土 神の子の自覚

10月16日午後3時30分より「先祖・流産児供養祭」が執り行われます。記載した霊牌を奉納金1柱100円以上を添えて現金書留にてお送りくだされば、
宝蔵神社霊殿に奉安されます(〆切は13日必着)。「先祖・流産児供養祭」はFacebook投稿からライブ配信いたします。ぜひご覧ください。

テーマ 時　間 講話  及び 行 講    師 テキスト日付,曜日

人生は「霊 (たましい )」の向上の競技場である

※参加は事前予約制となっております。2日前までには、お電話または申込フォーム（本山ホームページ、Facebookページからお入りいた
だけます）にてお申し込みください。分からないことがありましたら、練成部 (0774-21-2153)までご連絡ください。

10月  ご先祖と共に悦びの一日講話プログラム
聴講希望者は、三密を避け感染防止対策を行った上、30名まで参加できます。

〈会場：大講堂〉

宝　　蔵 No.94
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会場での講話聴講にぜひお越しください

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
※参加人数は先着３０名までとなっております。

◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話(0774-21-2153)にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
を伝えていただくか、申込フォーム(Facebook及びホームページ、右のQRコ
ードから入れます)にて、必要事項を入力してお申し込みください。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・1,500円／子供(3歳～12歳)・・750円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温37.0度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山内ではマスクを着用してください(一枚50円で受付でも販売しています)。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス(約2メートル)を守っていただき、握手やハグ等の身体的接触は
避けてください。

・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

◆受付時
・申込用紙の体調記入欄を必ずご記入ください。
・検温を実施いたします(※体温37.0度以上の方は参加をご遠慮いただきます。)

◆会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っています。椅子の移動はご遠慮ください。
・至近距離での会話、大声での会話はしないでください。
・飲食はご遠慮ください。

◆食堂使用時の注意事項（昼食利用の方は事前にご予約ください）
・マイ箸・マイボトル・ハンカチをご持参ください。
・１テーブルに１名ずつ座り、皆、同じ方向を向いて食事をしてください。
・食堂内での会話はしなくでください(黙食)。

申込フォーム
QRコード

会場での講話聴講にぜひお越しください

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
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を伝えていただくか、申込フォーム(Facebook及びホームページ、右のQRコ
ードから入れます)にて、必要事項を入力してお申し込みください。

◆奉納金（昼食代は別途要・ご随意）
大人・・1,500円／子供(3歳～12歳)・・750円

◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温37.0度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方

◆参加に当たっての注意事項
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・本山内ではマスクを着用してください(一枚50円で受付でも販売しています)。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス(約2メートル)を守っていただき、握手やハグ等の身体的接触は
避けてください。

・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

◆受付時
・申込用紙の体調記入欄を必ずご記入ください。
・検温を実施いたします(※体温37.0度以上の方は参加をご遠慮いただきます。)

◆会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っています。椅子の移動はご遠慮ください。
・至近距離での会話、大声での会話はしないでください。
・飲食はご遠慮ください。

◆食堂使用時の注意事項（昼食利用の方は事前にご予約ください）
・マイ箸・マイボトル・ハンカチをご持参ください。
・１テーブルに１名ずつ座り、皆、同じ方向を向いて食事をしてください。
・食堂内での会話はしなくでください(黙食)。

申込フォーム
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会場での講話聴講にぜひお越しください

感染拡大に十分配慮したうえ、講話の聴講を受け付けます。
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◆お申し込み方法（締切：参加前日まで）
・練成部へのお電話(0774-21-2153)にて名前・県名・電話番号・参加希望日等
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◆健康リスクを踏まえ、以下の症状に該当する方の参加は遠慮いただいています
体温37.0度以上の方、咳が出る方、息苦しさ、だるさ、吐き気等がある方

◆参加に当たっての注意事項
・宿泊はできません。
・本山内ではマスクを着用してください(一枚50円で受付でも販売しています)。
・トイレ使用後は石鹸で手洗いをしてください。
・受付、会場、食堂、トイレ等の出入りの際は、手のアルコール消毒をしてください。
・ソーシャルディスタンス(約2メートル)を守っていただき、握手やハグ等の身体的接触は
避けてください。

・注意事項を守っていただけない方はお帰りいただく場合がございます。ご理解のほどよろ
しくお願い申し上げます。

◆受付時
・申込用紙の体調記入欄を必ずご記入ください。
・検温を実施いたします(※体温37.0度以上の方は参加をご遠慮いただきます。)

◆会場内での注意事項
・座席はソーシャルディスタンスを保っています。椅子の移動はご遠慮ください。
・至近距離での会話、大声での会話はしないでください。
・飲食はご遠慮ください。

◆食堂使用時の注意事項（昼食利用の方は事前にご予約ください）
・マイ箸・マイボトル・ハンカチをご持参ください。
・１テーブルに１名ずつ座り、皆、同じ方向を向いて食事をしてください。
・食堂内での会話はしなくでください(黙食)。

申込フォーム
QRコード

真の幸福は、自己を使命に献げた時生まれる
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を
拝
聴
で
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

八
月
末
を
も
っ
て
、
白
鳩
会
の
お
役
を
終

え
ま
す
の
で
、「
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
指

針
を
定
め
ら
れ
た
ら
…
」
と
の
想
い
で
来
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
立
場
上
、

教
区
の
行
事
の
や
り
方
と
比
べ
て
と
て
も
参

考
に
な
る
多
く
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
し
て
、何
よ
り
気
づ
か
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
周
り
の
人
々
・
家
族
に
も
っ
と

も
っ
と
愛
と
感
謝
の
心
を
持
ち
続
け
て
、
生

活
の
中
で
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
、
再
確
認

致
し
ま
し
た
。

　

お
二
人
の
体
験
談
も
素
晴
ら
し
く
、
勇
気

を
頂
き
ま
し
た
。
地
元
に
戻
り
ま
し
て
、
今

日
の
感
動
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

長
年
組
織
の
幹
部
と
し
て
、
白
鳩
会
に
尽

力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
八
月
末
で
退
任
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
の
生
長
の
家
の
学
び
は
、
三
十
数
年
前

の
こ
の
宇
治
の
聖
地
か
ら
で
し
た
。
毎
月
毎

月
受
講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
一
般
練
成
会
と

伝
道
練
成
会
か
ら
で
す
。
こ
の
練
成
会
が

あ
っ
た
か
ら
二
十
年
も
の
幹
部
生
活
が
全
う

出
来
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

宇
治
別
格

本
山
に
入
り
、

受
付
入
り
口

か
ら
長
い
廊

下
を
歩
き
始

め
た
途
端
、
私
は
三
十
年
前
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
そ
の
頃
の
自
分
に
戻
っ
た
の
で

す
。
私
は
気
持
ち
の
高
揚
を
押
さ
え
て
お
り

ま
し
た
。

　

講
話
が
始
ま
り
、
ど
の
講
師
も
ど
の
体
験

談
も
「
神
」
と
直
結
、
神
一
元
の
真
理
の
お

話
で
し
た
。
神
を
求
め
て
、
毎
月
通
い
詰
め

た
日
々
が
甦
り
、
ど
の
お
話
し
も
全
身
に
し

み
わ
た
り
、
自
然
に
涙
が
溢
れ
て
、
二
日
間
、

泣
き
通
し
で
し
た
。「
そ
う
だ
！
こ
れ
だ
よ

ね
！
こ
こ
だ
よ
ね
！
」
と
う
な
ず
く
私
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
宇
治
の
練
成
会
が

私
の
魂
の
救
い
で
あ
り
、
学
び
の
道
場
で
し

た
。

　

の
ん
び
り
し
て
し
ま
っ
て
い
て
は
だ
め
だ
、

生
命
あ
る
限
り
、
生
長
の
家
を
お
伝
え
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

益
々
喜
ん
で
、
よ
り
明
る
く
、
大
好
き
な

主
人
と
歩
ん
で
参
り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

約
三
年
ぶ
り
の
宇
治
と
い
う
こ
と
で
、
大

変
懐
か
し
く
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
高
校
受
験
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

よ
り
深
く
人
間
神
の
子
の
真
理
を
学
び
直
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

僕
に
は
一
人
と
て
も
な
つ
い
て
く
れ
る
後

輩
が
お
り
ま
す
。
本
当
に
か
わ
い
い
後
輩
で

す
。そ
の
後
輩
に
、辛
い
こ
と
が
沢
山
起
こ
っ

た
よ
う
で
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど
自
傷
行
為

に
走
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
後

輩
を
見
て
、
僕
は
話
し
を
聞
い
て
寄
り
添
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
現
象
の
世
界
の
可
哀
想

な
後
輩
を
が
っ
ち
り
つ
か
ん
で
い
た
と
気
づ

き
ま
し
た
。
す
べ
て
が
善
で
、
す
べ
て
が
神

様
。

　

こ
れ
か
ら
は
後
輩
の
こ
と
も
神
様
と
祈
ら

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
の
出

来
た「
一
日
講
話
」に
本
当
に
感
謝
で
す
。
大

変
有
意
義
な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

愛せよ、人間は全て神の子・兄弟姉妹

（
３
頁
か
ら
続
く
）Ｔ

．
Ｓ   

（
60
代
）〈
女
性
〉

Ｗ
．
Ｋ   

（
10
代
）〈
男
性
〉
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コ
ロ
ナ
禍
に
入
っ
て
以
来
、
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
三
年
の
間
「
練
成
会
に
参
加
で
き
な

い
時
こ
そ
、
家
庭
で
、
勤
務
先
で
、
練
成
会

を
体
現
し
よ
う
」
と
自
分
な
り
に
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
回
久
し
ぶ
り
に
講
話
を
拝
聴
し
、
こ
の

三
年
の
生
活
を
改
め
て
見
直
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。合
格
点
を
出
せ
る
自
分
、足
り
て
お

ら
ず
反
省
す
る
自
分
、
色
々
な
自
分
を
今
日

一
日
で
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
同

時
に
、「
自
分
は
神
の
子
で
あ
っ
て
、
す
べ
て

の
も
の
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
い

う
自
信
と
安
心
感
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
の

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
息

子
と
一
緒
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ

の
三
年
間
欠

か
さ
ず
神
想

観
を
行
う
な

ど
、
心
身
共

に
生
長
し
て

い
る
彼
を
見

て
、
小
学
生

だ
っ
た
こ
の
息
子
の
病
気
が
き
っ
か
け
で
宇

治
に
来
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
の
五
年
間
は
、

本
当
に
自
分
の
人
生
の
中
で
も
宝
物
に
な
っ

た
時
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
神
の
子
の
自
覚
を
更
に
深
め
、

一
生
懸
命
神
の
子
を
生
き
て
い
き
ま
す
。

　
「
ご
先
祖
と
共
に
喜
び
の
一
日
講
話
」に
仕

事
と
家
庭
の
都
合
が
つ
き
や
っ
と
参
加
が
で

き
、
嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
土
曜
日
・
日
曜
日
と
続
け
て
参
加

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
現
象
に
と
ら
わ
れ

て
色
々
悩
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、「
自
分

が
百
点
満
点
の
自
分
、
生
命
そ
の
も
の
、
何

が
現
れ
て
も
こ
れ
で
よ
く
な
る
の
だ
」
と
い

う
完
全
肯
定
の
信
仰
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
に

気
が
付
き
、
喜
び
と
嬉
し
さ
で
一
杯
と
な
り

ま
し
た
。

　

本
山
に
着
く
な
り
、
魂
の
底
か
ら
喜
び
が

湧
き
上
が
っ
て
き
て
、
と
て
も
嬉
し
い
予
感

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
神
の
子
そ
の
ま

ま
で
素
晴
ら
し
い
」
大
肯
定
の
世
界
と
気
づ

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
の
子
で
あ
る

自
分
を
喜
ぶ
生
活
を
忘
れ
ず
、
信
仰
を
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
観
の
転
換
、
観

方
が
変
わ
る
と
今
後
の
人
生
も
、
持
ち
越
し

苦
労
や
取
り
越
し
苦
労
も
要
ら
ず
、
よ
り
楽

し
い
明
る
い
人
生
に
な
る
と
確
信
出
来
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

八
月
お
盆
の
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ご

先
祖
の
ご
供
養
に
な
れ
ば
…
と
思
い
、
土
・

日
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の

講
話
も
体
験
談
も
す
ば
ら
し
く
、
私
の
中
で

信
仰
生
活
の
大
き
な
分
岐
点
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
今
ま
で
は
努
力
し
て
神
の
子
に

な
ら
な
け
れ
ば
…
と
、
あ
れ
だ
け
実
相
独
在

と
教
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
ず
っ
と
根
強
く

思
っ
て
い
た
心
の
持
ち
方
の
部
分
を
、
は
っ

き
り
「
今
実
相
円
満
神
の
子
」
を
自
覚
さ
せ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
す
。
自
分
の
悪
い
と

こ
ろ
を
見
て
は
、
た
め
息
を
つ
い
て
い
ま
し

た
。
神
の
子
を
目
標
に
掲
げ
て
、〝
ま
だ
ま

だ
神
の
子
が
現
れ
て
こ
な
い
〟
と
言
っ
て
は
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。

　

清
水
講
師
か
ら
「
神
の
子
は
す
で
に
自
分

の
中
に
在
る
。」そ
こ
か
ら
物
事
を
見
て
い
く

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

千
羽
講
師
が
何
回
も
何
回
も
「
そ
の
ま
ま

決意断行、あなたには無限能力が宿っている

Ｄ
．
Ｋ   

（
50
代
）〈
男
性
〉

Ｕ
．
Ｊ   

（
40
代
）〈
男
性
〉

Ｓ
．
Ｏ   

（
70
代
）〈
女
性
〉
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合
掌　

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
の
夫
は
、
令
和
四
年
二
月
十
三
日
に
く

も
膜
下
出
血
で
倒
れ
ま
し
た
。
十
六
時
間
も

の
開
頭
手
術
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
、
手
術

中
ず
っ
と
『
甘
露
の
法
雨
』『
続
々
甘
露
の
法

雨
』
を
読
誦
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

宇
治
別
格
本
山
に
出
向
い
て
神
癒
祈
願
を

お
願
い
し
て
、
気
に
か
か
っ
て
い
た
二
人
の

御
霊
を
永
代
供
養
に
申
し
込
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

個
人
指
導
は
榎
本
講
師
が
当
た
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
榎
本
講
師
は
、
私
の
調
和
出

来
て
い
な
い
、
夫
を
裁
い
て
い
る
心
を
受
け

止
め
て
く
だ
さ
っ
て
「
そ
れ
は
ご
主
人
へ
の

愛
で
す
よ
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、
私
の
裁

き
の
心
を
ス
ッ
と
消
し
去
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

手
術
後
、
二
十
日
間
は
、
意
識
も
も
う
ろ

う
と
し
て
い
て
、
原
因
不
明
の
熱
が
あ
り
ま

　

九
月
三
日
に
参
加
し
た
「
一
日
講
話
」
で

頂
い
た
『
宝
蔵
』
八
月
号
を
自
宅
に
帰
っ
て

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
悲

し
さ
や
悔
し
さ
を
感
じ
て
泣
い
て
い
ま
し
た

し
た
が
、
宇
治
別
格
本
山
発
行
の
体
験
談
を

読
ん
で
、
教
え
ら
れ
た
通
り
、
毎
日
『
甘
露

の
法
雨
』
を
誦
げ
、
さ
ら
に
夫
の
実
家
の
お

仏
壇
に
両
親
の
許
可
を
も
ら
っ
て
、『
甘
露
の

法
雨
』
を
誦
げ
さ
せ
て
貰
い
ま
し
た
。

　

術
後
二
十
日
経
っ
た
頃
、
夫
は
急
に
意
識

レ
ベ
ル
が
回
復
し
、
原
因
不
明
の
熱
も
下
が

り
、
高
次
機
能
障
害
も
な
く
、
運
動
機
能
障

害
も
な
く
、
元
の
仕
事
に
復
帰
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
十
五
日
、
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
の
転
院

の
必
要
も
な
く
、
自
宅
に
帰
る
こ
と
が
出
来

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
ご
文
章
一
つ
一
つ
が

心
に
じ
ん
わ
り
沁
み
て
、
感
動
し
て
涙
が
と

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゆ
っ
く
り
と
浄
化
さ

れ
て
ゆ
く
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。

で
」「
そ
の
ま
ま
で
」
と
仰
っ
て
い
て
、今
回

は
本
当
に
よ
く
わ
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
喜

び
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
主

治
医
の
先
生

か
ら
「
頭
を

開
け
た
手
術

を
し
て
、
こ

ん
な
に
早
く

退
院
し
て
い

く
人
は
見
た
こ
と
が
な
い
。IC

U

か
ら
そ
の

ま
ま
退
院
し
て
い
く
人
を
僕
は
見
た
こ
と
が

な
い
。
す
ご
い
回
復
力
だ
っ
た
な
あ
。
一
時

は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
た
け
れ
ど
…
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
夫
、
私
た
ち
家
族
を
救
っ
て
い
た

だ
い
た
の
は
、
神
癒
祈
願
、
写
経
、
永
代
供

養
、
個
人
指
導
の
お
か
げ
と
本
当
に
感
謝
の

想
い
で
一
杯
で
す
。
ま
た
写
経
は
、
ご
恩
返

し
の
た
め
に
も
、
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し

て
い
く
決
意
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歓びの心は最高の栄養剤

個
人
指
導
の
礼
状

C
．
Ｃ   

（
40
代
）〈
女
性
〉

「
一
日
講
話
」
礼 

状

Ｉ
．
Ｗ   

（
30
代
）〈
女
性
〉

宝　　蔵 No.94
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涙
を
流
し
な
が
ら
「
私
は
生
長
の
家
の
み

教
え
が
好
き
な
の
だ
な
あ
」「
宇
治
に
行
け
て

よ
か
っ
た
な
あ
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
休
職
中
で
、
重
ね
て
家
庭
の
問

題
で
悩
み
苦
し
み
、
日
々
マ
イ
ナ
ス
な
情
で

埋
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
、
心
が
耐
え
切
れ
ず
、

「
私
は
神
の
子
な
の
に
…
」
と
、泣
い
て
ば
か

り
で
し
た
。

　

し
か
し
、今
は
素
直
な
気
持
ち
で
、神
の
子

で
あ
る
自
分
自
身
を
喜
べ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
の
周
り
の
人
た
ち
も
み
ん
な
神
の
子

さ
ん
で
、
私
の
周
り
に
あ
る
も
の
全
て
、
神

様
の
愛
の
現
れ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

　

合
掌

　

宇
治
に
来
た
当
初
は
、
仕
事
を
辞
め
た
ば

か
り
で
、辞
め
た
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、次

の
仕
事
は
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
か
と
い
う
不

安
な
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
初
め
の
「
一
日
講
話
」
を
受
け
、

講
話
を
聴
く
こ
と
で
不
安
は
大
分
解
消
さ
れ
、

「
こ
れ
か
ら
一
か
月
間
研
修
生
と
し
て
、直じ

か

に

こ
と
な
い
、
小
さ
な
問
題
だ
と
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
分
は
真
理
を
難
し
く
考
え
て
い

た
な
と
も
思
い
ま
し
た
。
人
生
は
明
る
く
も

暗
く
も
心
で
変
え
ら
れ
る
世
界
で
あ
り
、
自

分
が
明
る
く
な
れ
ば
い
い
の
だ
と
、
と
て
も

シ
ン
プ
ル
な
こ
と
に
感
じ
ま
し
た
。

　

真
理
を
四
六
時
中
浴
び
る
生
活
で
、
余
り

現
象
に
捉
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
仕
事
を
す
る
中
で
、「
あ
れ
が
で

き
て
い
な
い
、
こ
れ
が
ま
だ
ま
だ
だ
」
と
劣

等
感
を
感
じ
て
ば
か
り
で
、
仕
事
を
し
に
行

く
と
い
う
よ
り
、
自
己
反
省
を
し
に
行
っ
て

い
る
と
い
う
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　

真
理
の
言
葉
は
、
知
識
と
し
て
は
知
っ
て

い
た
け
れ
ど
も
、
三
正
行
を
行
う
こ
と
で
あ

ら
た
め
て
実
感
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

道
場
の
中
で
は
谷
口
雅
春
先
生
の
講
話

の
C
D
が

流
れ
て
お
り
、

た
ま
た
ま
そ

れ
を
意
識
し

て
聴
く
こ
と

が
出
来
ま
し

た
。
学
校
選

け
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
た
ま

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
益
々
よ
く
な
る
し
、
私
は
何
で

も
で
き
る
と
い
う
勇
気
も
湧
い
て
き
ま
し
た
。

休
職
、
家
庭
の
悩
み
の
お
陰
で
宇
治
へ
行
く

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
全
て
私
に
必
要
な
こ

と
だ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
先
祖
様
、
両
親
、
兄
弟
姉
妹
、
今
ま
で

マ
イ
ナ
ス
に
思
え
て
い
た
出
来
事
へ
の
感
謝

を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の

使
命
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

大
切
な
こ
と
に
気
付
く
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
り
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

真
理
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
！
」
と
い
う

こ
と
で
、
心
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
「
自
分
は
神
の
子
で
あ
る
か
ら
何
が
あ
ろ

う
と
絶
対
大
丈
夫
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
が
、

心
の
底
か
ら
し
み
じ
み
と
深
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
研
修
生
活
で
三
正
行
を
繰
り
返
し
行

う
こ
と
で
、
今
ま
で
心
の
中
に
思
っ
て
い
た

問
題
、
悩
み
が
、
実
相
か
ら
見
た
ら
大
し
た

われすべての機会に光を観る

宇
治
別
格
本
山

研
修
生

感
想
文

研
修
生
を
終
え
て
Ｍ
．
Ｙ
（
20
代
）〈
男
性
〉

宝　　蔵令和４年10 月１日
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こ
の
度
、
公
認
心
理
師
国
家
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
験
を
決
意
す
る
ま
で
に
悩
み
に
悩
み
、

後
悔
を
残
さ
な
い
為
に
も
、
よ
う
や
く
心
を

決
め
た
の
が
受
験
の
四
ヶ
月
前
で
し
た
。
申

し
込
み
を
し
て
か
ら
で
な
い
と
、
受
験
資
格

が
あ
る
か
ど
う
か
が
分
か
ら
な
い
状
態
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
背
水
の
陣
を
敷

き
、
日
々
神
想
観
を
行
い
、
神
様
に
全
托
さ

せ
て
い
た
だ
く
心
持
ち
で
勉
強
に
励
ん
で
お

り
ま
し
た
。

　

試
験
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
不
安
や
動
揺
が

強
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
六
月
半

ば
過
ぎ
に
よ
う
や
く
受
験
票
が
届
き
、
受
験

資
格
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
一
安
心
致
し
ま
し

び
や
仕
事
選
び
で
迷
っ
た
と
き
に
は
、「
神
様

ど
う
ぞ
私
の
天
分
に
叶
い
ま
す
、
出
来
る
だ

け
多
く
の
人
の
た
め
に
な
る
よ
き
知
恵
を
与

え
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
実
現
す
る

と
こ
ろ
の
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

祈
り
を
す
る
と
よ
い
。
そ
う
す
る
と
自
然
と

天
分
に
叶
っ
た
も
の
が
、
現
れ
る
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　

自
分
に
と
っ
て
今
一
番
聴
き
た
か
っ
た
内

容
で
、
そ
れ
を
た
ま
た
ま
聴
け
た
の
も
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
し
、
こ
の
祈
り
を
毎
日
唱

え
よ
う
と
決
意
を
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
月
の
研
修
生
活
で
下
山
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
は
、
三
正
行
、
特
に
今
ま

で
出
来
て
い
な
か
っ
た
祈
り
を
大
切
に
し
て
、

神
の
み
心
の
ま
ま
に
行
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神癒の社  入龍宮幽斎殿

祈願部からのお知らせ
１．奉納写経「写経の種類」追加についてのご案内 

『人類同胞大調和六章経』が全
項目と一項目に追加になりま
した。
①全項目（写経用紙20枚）は「招
神歌」「世界平和の祈り（新
バージョン）」と六章経すべ
ての祈り（101頁迄）を、20枚
に書くことができます。
②一項目（写経用紙３枚）は「招神歌」と一つの祈りを
選んで書くことができます。「戦いの暗雲を払拭す
る祈り」「『生存競争』の迷いを去る祈り」のみ、行を
詰めることで３枚に書くことができます。　

　詳しくは、祈願部写経課までお問い合わせください。 

２．神想観実修並びに写経室の利用の際は、マスク着
用の上、１時間をめどにご利用ください。引き続き、
新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力ください。

写経の種類は、左のQRコードで確認
できます。
電話　0774－21－2305（写経課）
FAX　0774－21－2167（祈願部）

心に太陽を持て、光のあるところに生命は伸びる

公
認
心
理
師
国
家
試
験
に
合
格

Ａ
．
W   

〈
女
性
〉

〈
神
癒
祈
願
の
お
礼
状
〉
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送
り
し
て
か
ら
、
す
っ
か
り
痛
み
が
な
く
な

り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

孫
の
就
職
試
験
の
合
格
祈
願
で
写
経
を
し
、

奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で

四
ヶ
所
に
合
格
し
ま
し
た
。
感
謝
の
念
に
集

中
し
な
が
ら
、
真
理
の
言
葉
を
写
し
、
人
間

神
の
子
本
来
無
限
力
が
潜
在
意
識
の
底
の
底

ま
で
自
覚
さ
れ
て
、
全
て
が
良
く
な
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

長
年
、
左
の
首
か
ら
肩
に
か
け
て
痛
み
が

あ
り
、
整
形
外
科
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、「
枕
を

変
え
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
そ
の
通
り
に
し

て
も
良
く
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
経
科
に

行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
写
経
を
し

よ
う
と
思
い
写
経
を
し
ま
し
た
。
写
経
を
お

　

姉
の
家
族
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
甥
は
四
十
度
の
高

熱
と
倦
怠
感
が
あ
り
、
熱
が
下
が
っ
て
も
味

覚
が
な
い
状
態
で
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
が
排
出

さ
れ
て
か
ら
も
、
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
方
が
多
い
と
聞
き
、
神
癒
祈
願
を
申
し
込

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
お
祈

り
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
頃
か
な
と
思
っ
た

矢
先
、
甥
か
ら
「
味
覚
が
戻
っ
た
」
と
嬉
し

い
報
告
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
順
調
に

回
復
し
、
現
在
は
普
通
に
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。
あ
と
は
本
番
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
勉
強

と
気
を
引
き
締
め
直
し
た
と
同
時
に
、「
そ
う

だ
、
神
癒
祈
願
を
お
願
い
し
よ
う
」
と
ふ
と

思
い
付
き
、
申
し
込
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
本
番
の
試
験
は
、
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
動
揺
す

る
こ
と
な
く
落
ち
着
い
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
や
、
た
ま
た
ま
目
を
通
し
て
い
た

参
考
書
に
記
載
さ
れ
て
い
た
内
容
、
自
分
に

関
す
る
内
容
が
出
題
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、

難
し
い
中
で
も
救
わ
れ
た
問
題
が
あ
り
、
総

じ
て
神
様
の
御
導
き
が
働
い
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

合
格
発
表
ま
で
は
、
や
は
り
張
り
つ
め
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
合
格
へ

と
導
か
れ
た
こ
と
に
今
、
改
め
て
感
謝
の
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。皆
様
の
お
心
遣
い
、御

愛
念
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

す
の
で
、
私
の
原
点
で
も
あ
り
ま
す
心
に
寄

り
添
う
こ
と
を
忘
れ
ず
、
多
く
の
方
々
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

妻は夫の鏡、夫は妻の鏡、子は親の鏡

〈
写
経
の
お
礼
状
〉

肩
の
痛
み
が
取
れ
ま
し
た

S
．
C   

〈
女
性
〉

孫
の
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た

Ａ
．
J   

〈
女
性
〉

味
覚
が
回
復
し
ま
し
た

Y
．
T   

〈
女
性
〉

宝　　蔵
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11日(火)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(木)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(日)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(水)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００、１３:００～１６:００

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補

※お申し込みにより日程を調節します

(担当講師のご希望はお受けできません)

お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ「生
長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。メッセ
ージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。
担当講師等の連絡事項を、こちらより返信いたします。

使用媒体：Zoomまたはメッセンジャー

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留
にてお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されま
す。オンラインでご供養ください。

練成会は、令和４年11月まで中止
が決定しております。
再開につきましては、ホームペー
ジまたはFacebookで確認するか、
お電話でお問い合わせください。

11日(火)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(木)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(日)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(水)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００、１３:００～１６:００

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補

※お申し込みにより日程を調節します

(担当講師のご希望はお受けできません)

お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ「生
長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。メッセ
ージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。
担当講師等の連絡事項を、こちらより返信いたします。

使用媒体：Zoomまたはメッセンジャー

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留
にてお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されま
す。オンラインでご供養ください。

練成会は、令和４年11月まで中止
が決定しております。
再開につきましては、ホームペー
ジまたはFacebookで確認するか、
お電話でお問い合わせください。

11日(火)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(木)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(日)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(水)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００、１３:００～１６:００

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補

※お申し込みにより日程を調節します

(担当講師のご希望はお受けできません)

お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ「生
長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。メッセ
ージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。
担当講師等の連絡事項を、こちらより返信いたします。

使用媒体：Zoomまたはメッセンジャー

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留
にてお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されま
す。オンラインでご供養ください。

練成会は、令和４年11月まで中止
が決定しております。
再開につきましては、ホームペー
ジまたはFacebookで確認するか、
お電話でお問い合わせください。

11日(火)10:00～ 自然災害物故者慰霊塔月次祭
13日(木)10:00～ 宝蔵神社月次祭《ライブ配信》

全国流産児無縁霊供養塔供養月次祭
16日(日)15:30～ 宝蔵神社 先祖・流産児供養祭《ライブ配信》
19日(水)10:00～ 末一稲荷神社月次祭、精霊招魂神社月次祭
※すべて無参列となっております。ご参列はご遠慮ください。

時間：９:２０～１２:００、１３:００～１６:００

担当講師：清水志郎本部講師・榎本一子本部講師補
岡田浩二本部講師補・田野靖彦本部講師補

※お申し込みにより日程を調節します

(担当講師のご希望はお受けできません)

お申し込み方法：メールアドレス：rensei@uji-sni.jp 、またはFacebookページ「生
長の家宇治別格本山」まで、メッセージをお願い致します。メッセ
ージにお名前・電話番号・ご希望日時を記入し、ご送信ください。
担当講師等の連絡事項を、こちらより返信いたします。

使用媒体：Zoomまたはメッセンジャー

宝蔵神社月次祭、先祖・流産児供養祭はFacebookページ「生長の家宇治別
格本山」にてライブ配信いたします。ぜひご覧ください。
☆霊牌を記載していただき、奉納金１柱１００円以上を添え、現金書留
にてお送りください。先祖流産児供養祭で宝蔵神社霊殿に奉安されま
す。オンラインでご供養ください。

練成会は、令和４年11月まで中止
が決定しております。
再開につきましては、ホームペー
ジまたはFacebookで確認するか、
お電話でお問い合わせください。
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